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献　辞
　武藤ナンシー教授は2014年3月31日をもって名古屋外国語大学外国語学
部英米語学科を定年退職されました。先生の本学在職中の多年にわたるご
功績により、2014年4月1日付で名古屋外国語大学名誉教授の称号が授与
されています。
　武藤先生は1948年11月3日にアメリカ合衆国でお生まれになりました。
高校生の時にノルウェーにAFSによる留学をされ、大学は1971年6月にミ
ネソタ大学教育学部スペイン語学科を卒業されています。大学卒業直後の
1971年9月にハワイ大学に英語学科兼任講師として着任され、学術論文読
解と作成の指導に携わりながら、ハワイ大学大学院外国語学部英語教授法
修士課程を1973年6月に修了されています。
　日本で英語教師としてお勤めになられたのは大学院修士課程修了と同時
で日米会話学院で専任講師として英会話の指導をしておられます。その
後、学習院大学、名城大学、名古屋大学言語センターで兼任講師として教
鞭をとられ、本学には1988年4月に外国語学部講師として着任され、助教
授を経て、2005年4月に教授に就任されています。この間、本学大学院コ
ミュニケーション研究科でTESOLコースの指導を続けておられます。
　研究につきましては、英会話、討論、読解、総合などの英語教科書の作
成を行いながら、第二言語習得、異文化理解、教授法、コンピュータによ
る英語学習法、語彙習得、読解指導などの幅広い分野で先進的で精緻な学
術論文を続々と発表されました。また、最近では教育実践に直結するアク
ションリサーチ研究に意欲的に取り組んでおられます。
　教育、学生指導におきましては、十数年前から講義形式の授業にマルチ
メディアを用いた英語プレゼンテーションや小グループのディスカッショ
ンなどの演習形式の授業を組み合わせ、双方向的な対話型の授業を率先し
て行っております。英米語学科全体での取り組みについても主導的な役割
名古屋外国語大学外国語学部紀要第47号（2014.8）
― xii ―
を果してこられました。2005年からの“1,000 Hour Challenge”という学習
支援の取り組み、上級生が下級生の学習や生活上の問題にアドヴァイスを
するメンターシステムの導入、語学学習のヒントを満載したLogbook 2007
の作成、語彙力、音読、ディクテーションを3本の柱とした語学学習シス
テムの構築と全国の外国語大学学生代表による音読コンクールの開催など
は顕著な例です。外国語学習には最低限1,000時間の学習時間が必要で音読
が鍵になるとする理論に基づき、英語力を高めたい学生に充分な学習支援
を行うべきとする先生の姿勢は末永く語り継がれていくことでしょう。
　武藤先生は私たち教職員にも学生にも誠実で優しく、大学の授業や仕事
がどんなに多忙な時でも柔和な笑顔を絶やさず接してくださいました。先
生にお会いすると何か安らぎを感じるのは私だけではないような気がいた
します。授業からお帰りになってお疲れの時でも、研究室の前に待ってい
る学生に長時間にわたって丁寧に指導されておられる姿を何度も拝見して
おります。現職教員の大学院生に対する指導も土曜日にもかかわらず、懇
切丁寧に指導され、その指導には定評があります。本学大学院TESOLコー
スを支えてくださった方と言えるでしょう。
　英米語学科の研究室で武藤先生にお会いできなくなるのは大変残念です
が、先生は本学客員教授として大学院TESOLコースの指導を続けてくださ
います。先生の長年にわたるご貢献に深く感謝し、今後のますますのご健
勝と研究の進展を祈念して、深い惜別の情をもって献呈の辞とさせていた
だきます。
2014年4月1日
	 英米語学科長　　　
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